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戦
時
中
に
、
東
京
か
ら
小
田
原
の
「
な
り
わ

い
交
流
館
」
が
あ
る
地
域
に
疎
開
し
、
御
堀
端

幼
稚
園
に
数
日
間
、
通
い
ま
し
た
。
小
田
原
も

連
日
空
襲
が
激
し
か
っ
た
の
で
、
鴨
宮
の
祖
母

の
家
に
移
り
、
防
空
壕
の
中
で
母
、
叔
母
、

兄
、
従
弟
た
ち
と
シ
ュ
ー
マ
ン
の
「
流
浪
の

民
」
を
歌
っ
て
Ｂ
２
９
の
爆
撃
音
が
静
ま
る
の

を
待
っ
て
い
た
の
が
合
唱
の
初
体
験
で
す
。 

 

食
べ
物
の
な
い
時
代
で
、
食
券
を
貰
っ
て

「
だ
る
ま
」
に
並
び
、
一
番
お
い
し
も
の
を
最

後
に
取
っ
て
お
い
た
ら
、
残
し
た
と
思
わ
れ
て

下
げ
ら
れ
て
、
泣
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

     

  

小
田
原
城
址
公
園
が
出

来
て
、
す
ぐ
に
「
の
ど
自

慢
大
会
」
が
あ
り
、
「
庭

の
千
草
」
を
歌
っ
て
、
鐘

が
み
っ
つ
鳴
り
ま
し
た
。 

 

祖
母
は
生
け
花
「
小
原
流
」
の
師
範
、
伯
母

は
裏
千
家
の
師
範
だ
っ
た
の
で
、
１
０
歳
の
時

に
横
浜
の
三
渓
園
で
お
茶
を
点
て
ま
し
た
。
戦

後
間
も
な
か
っ
た
の
で
外
国
の
方
が
大
勢
写
真

を
撮
っ
て
い
ま
し
た
。
生
田
流
の
お
琴
の
お
稽

古
も
し
て
い
た
の
で
古
稀
庵
で
お
琴
を
弾
き
、

三
味
線
の
杵
屋
響
泉
先
生
が
御
一
緒
し
て
下

さ
っ
た
写
真
が
手
元
に
あ
り
ま
す
。 

 

生
け
花
、
茶
道
、
お
琴
、
そ
れ
ぞ
れ
周
り
は

大
人
の
女
性
ば
か
り
で
、
高
校
３
年
の
時
に
、

そ
の
道
に
進
む
こ
と
に
抵
抗
感
を
覚
え
、
謀
反

を
起
こ
し
て
６
月
か
ら
音
楽
の
勉
強
を
始
め
ま

し
た
。
東
京
の
家
の
ピ
ア
ノ
は
焼
夷
弾
で
焼
け

て
し
ま
い
、
家
に
ピ
ア
ノ
は
な
か
っ
た
の
で
、

城
内
高
校
の
担
任
の
先
生
が
音
楽
室
の
ピ
ア
ノ

を
使
っ
て
良
い
、
と
許
可
を
と
っ
て
下
さ
い
ま

し
た
。
部
活
は
声
楽
部
で
民
話
を
基
に
し
た

「
手
古
奈
」
を
自
主
製
作
し
ま
し
た
。
女
子
校

な
の
で
私
は
男
役
で
し
た
。 

 

横
浜
の
紅
葉
坂
の
県
立
音
楽
堂
が
出
来
た
の

も
そ
の
頃
で
、
高
校
の
音
楽
の
先
生
が
数
人
を

連
れ
て
行
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
昔
は
関
所
が

在
っ
た
と
こ
ろ
で
「
お
し
ら
す
」
で
取
り
調
べ

が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
駐
車

場
に
立
っ
て
い
る
ク
ス
ノ
キ
は
、
そ
の
頃
の
こ

と
も
見
て
い
た
の
で
す
ね
。 

 

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
短
期
大
学
音
楽
科
、
専
攻

科
で
声
楽
を
勉
強
。
《
夏
の
思
い
出
》
を
作
曲

し
た
中
田
喜
直
先
生
や
、
オ
ペ
ラ
《
夕
鶴
》
を

作
曲
し
た
團
伊
玖
磨
先
生
、
他
、
素
晴
ら
し
い

先
生
方
の
授
業
は
楽
し
く
、
時
に
は
「
お
散
歩

に
行
き
ま
し
ょ
う
」
と
学
校
の
傍
の
元
町
で
、

ケ
ー
キ
を
御
馳
走
に
な
っ
た
り
し
ま
し
た
。
専

攻
科
在
学
中
、
付
属
の
音
楽
教
室
で
指
導
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
が
講
師
の
ス
タ
ー
ト
で
し

た
。 

 

小
田
原
市
民
会
館
が
出
来
る
前
は
「
労
音
」

が
盛
ん
な
時
代
で
、
城
内
小
学
校
講
堂
で
の
演

奏
会
の
譜
め
く
り
や
、
裏
方
の
お
手
伝
い
を
数

年
し
て
い
ま
し
た
。 

 

小
田
原
音
楽
連
盟
の
城
内
高
校
の
佐
倉
俊
子

先
生
、
小
田
原
市
役
所
の
松
本
肇
さ
ん
、
吹
奏

楽
研
究
会
の
植
山
達
夫
先
生
の
３
名
の
方
が
中

心
に
な
り
「
小
田
原
に
児
童
合
唱
団
を
作
ろ

う
」
と
い
う
企
画
で
、
指
導
を
依
頼
さ
れ
ま
し

た
。
各
学
校
の
先
生
が
声
を
掛
け
て
下
さ
り
、

会
費
が
３
０
０
円
だ
っ
た
の
で
「
そ
ろ
ば
ん
よ

り
安
い
」
と
い
う
こ
と
で
第
１
回
目
の
新
玉
小

学
校
で
の
練
習
に
は
１
０
０
人
以
上
が
集
ま
り

「
お
お
牧
場
は
緑
」
と
高
ら
か
に
歌
い
ま
し

た
。
５
８
年
前
か
ら
現
在
ま
で
、
運
営
は
保
護

者
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

第七号 

小
田
原
の
文
化
資
源
を
発
掘
す
る
◆
小
田
原
市
民
会
館
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
紡
ぐ 

O
D

A
W

A
R

A
 

L
O

V
E

L
Y

 
 

L
I

F
E

 
 

L
I

B
R

A
R

Y
 

お
だ
わ
ら
ラ
イ
ブ
リ
ー
通
信 

「
明
日
の
た
め
に
今
日
が
あ
る
。
今
を
た
い
せ
つ
に
。
」 

桑
原
妙
子
さ
ん
（
小
田
原
少
年
少
女
合
唱
隊
代
表
） 

   ■桑原妙子先生 プロフィール 

 フェリス女学院大学音楽学部講師（1979年～1995年） 

 朝日カルチャーセンター講師（1985年～） 

 神奈川県合唱連盟理事長（1990年～1994年） 

 神奈川県合唱連盟顧問（1995年～）  

 神奈川県立音楽堂おかあさんコーラス顧問（2017年～） 

 小田原少年少女合唱隊を1963年から指揮する他、マルベ
リー・クワイア、マルベリー・メール・クワイア、マルベリー・チェン
バークワイア、しほみコール、Voce di Carillon等を指揮。NHK
音楽コンクール審査員、インドネシアITB国際合唱コンクール、
宝塚国際室内合唱コンテスト審査員。チェコ・プラハ国際合唱
コンクール最優秀指揮者賞受賞。 

桑原妙子先生の少女時代  
(80歳バースデーコンサートパンフレットより) 

古稀庵にて、三味線方 杵屋響泉さんとお琴で共演 
(80歳バースデーコンサートパンフレットより) 



 
小
田
原
市
民
会
館
で
の
１
９
６
５
年
の
「
湘

南
合
唱
祭
」
で
、
講
師
の
磯
部
俶
先
生
か
ら

「
日
本
は
、
児
童
合
唱
団
の
歴
史
が
浅
い
け
ど

頑
張
っ
て
」
と
励
ま
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

練
習
所
は
新
玉
小
学
校
、
旧
中
央
公
民
館
、

聖
十
字
教
会
、
新
玉
幼
稚
園
な
ど
。
そ
の
後
２

０
年
間
は
「
報
徳
綿
」
の
工
場
の
食
堂
（
現
在

の
県
の
合
同
庁
舎
）
で
練
習
し
、
現
在
は
、
さ

が
み
信
用
金
庫
本
店
を
使
用
さ
せ
て
頂
い
て
い

ま
す
。 

  

１
９
７
９
年
、
ウ
イ
ー
ン
国
際
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
に
参
加
し
た
の
が
、
初
の
海
外
演
奏
旅

行
で
す
。
さ
が
み
信
用
金
庫
理
事
長
の
原
元
助

氏
の
支
援
を
頂
き
７
０
名
で
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
コ
ン
ク
ー
ル
終
了
後
、
シ
ェ
ー

ン
ブ
ル
ン
宮
殿
の
傍
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
ヘ
ル

ム
ー
ト
・
ド
イ
チ
ュ
先
生
の
お
宅
で
、
皆
で
先

生
の
ピ
ア
ノ
を
弾
い
た
り
、
踊
っ
た
り
し
て
遊

び
ま
し
た
。 

 

１
９
９
２
年
の
世
界
音
楽
教
育
者
会
議
ソ
ウ

ル
大
会
も
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
日
本
語
禁
止

の
時
代
だ
っ
た
為
、
歌
詞
の
な
い
曲
を
演
奏
し

ま
し
た
。
ア
ン
コ
ー
ル
で
歌
っ
た
「
ア
リ
ラ

ン
」
で
、
空
気
が
変
わ
り
、
音
楽
の
持
つ
力
を

肌
で
感
じ
ま
し
た
。 

 

１
９
９
６
年
、
チ
ェ
コ
・

オ
ン
ド
ラ
シ
ェ
ク
合
唱
団
３

０
周
年
記
念
招
待
演
奏
会
で

も
歌
い
ま
し
た
。
前
年
の
１

９
９
５
年
に
、
イ
タ
リ
ア
の

ア
レ
ッ
ツ
オ
国
際
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
で
仲
良
し
に
な
っ
た

合
唱
団
の
招
待
を
受
け
て
真

冬
の
大
雪
の
チ
ェ
コ
で
数
回

一
緒
に
演
奏
を
し
、
友
情
を

深
め
ま
し
た
。 

 

１
９
９
８
年
に
は
、
チ
ェ

コ
・
オ
ン
ド
ラ
シ
ェ
ク
合
唱

団
の
皆
さ
ん
を
お
招
き
し
、

小
田
原
少
年
少
女
合
唱
隊
の

３
５
周
年
記
念
を
小
田
原
市
民

会
館
、
鎌
倉
芸
術
劇
場
、
東
京

の
カ
ザ
ル
ス
ホ
ー
ル
の
３
回
公

演
を
一
緒
に
演
奏
し
ま
し
た
。

９
６
年
～
９
７
年
に
招
待
し
て

頂
い
た
交
歓
で
す
。 

 

１
９
９
９
年
の
世
界
音
楽
教

育
者
会
議
北
京
大
会
で
は
、
各

国
か
ら
２
０
０
０
人
が
集
ま

り
、
揃
い
の
黄
色
い
Ｔ
シ
ャ
ツ

を
着
用
、
万
里
の
長
城
が
真
っ

黄
色
に
な
り
ま
し
た
。
国
賓
待

遇
に
も
関
わ
ら
ず
、
韓
国
と
同

じ
く
、
反
日
感
情
を
痛
感
し
ま

し
た
。 

 

２
０
０
１
年
、
ソ
ン
グ
ブ
リ
ッ
ジ
＋
世
界
児

童
合
唱
祭
カ
ナ
ダ
大
会
（
ア
ジ
ア
代
表
）
。
南

ア
フ
リ
カ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
カ
ナ
ダ
、
小
田
原

の
４
大
陸
代
表
の
合
唱
団
が
１
週
間
、
寝
食
を

と
も
に
合
同
合
宿
を
し
、
「
歌
の
力
で
世
界
に

平
和
の
輪
を
作
ろ
う
」
と
い
う
濃
密
な
経
験
を

し
ま
し
た
。 

 

２
０
０
２
年
、
カ
ナ
ダ
で
仲
良
し
に
な
っ
た

イ
ス
ラ
エ
ル
の
合
唱
団
を
小
田
原
に
迎
え
た
時

は
市
役
所
に
抗
議
の
電
話
が
数
多
く
入
り
、
宿

泊
所
と
演
奏
会
場
に
は
私
服
警
官
が
付
き
添
っ

て
下
さ
い
ま
し
た
。
報
徳
二
宮
神

社
を
見
学
し
た
時
に
「
日
本
人

は
、
寺
と
神
社
と
教
会
に
行
く
の

か
？ 

神
は
唯
一
で
は
な
い
の

か
？
」
と
質
問
さ
れ
ま
し
た
。
彼

女
た
ち
は
イ
ス
ラ
エ
ル
に
帰
国
後

に
兵
役
の
義
務
が
あ
り
、
軍
隊
に

入
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。 

 

２
０
０
７
年
に
お
招
き
し
た

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
合
唱
団
の
子
ど
も

た
ち
は
、
宿
舎
の
尊
徳
記
念
館
の

障
子
を
初
め
て
見
て
、
破
く
こ
と

の
面
白
さ
に
、
全
部
を
ビ
リ
ビ
リ

に
し
て
、
知
ら
ん
顔
を
し
て
、
バ

イ
バ
イ
し
ま
し
た
。 

 

２
０
０
９
年
、
中
国
の
合
唱
団

の
演
奏
会
で
は 

、
二
宮
神
社
の
厨

房
の
シ
ェ
フ
が
合
唱
団
と
同
じ
深

圳
の
出
身
だ
っ
た
の
で
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

 

２
０
１
１
年
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

は
Ｉ
Ｔ
Ｂ
国
際
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

審
査
員
を
し
た
こ
と
が
、
き
っ
か

け
と
な
り
来
日
し
ま
し
た
。
皆
さ

ん
菜
食
主
義
の
為
、
食
事
の
準
備

が
大
変
で
し
た
。 

 

２
０
０
０
年
に
は
、
東
京
駅
の

構
内
で
、
北
原
白
秋
童
謡
コ
ン

ク
ー
ル
の
Ｐ
Ｒ
の
一
環
と
し
て
歌

い
ま
し
た
。
エ
キ
コ
ン
の
前
に
は
東
海
道
線
の

車
内
に
ポ
ス
タ
ー
が
貼
ら
れ
、
乗
客
が
「
へ
～

～
」
と
見
て
い
ま
し
た
。 

 

小
田
原
駅
か
ら
特
別
に
童
謡
専
用
列
車
が
出

発
し
、
東
京
駅
で
の
本
番
で
は
、
作
曲
家
の
湯

山
昭
先
生
や
、
作
詞
家
、
絵
本
作
家
の
、
こ
わ

せ
た
ま
み
先
生
も
聴
い
て
く
だ
さ
っ
て
、
メ
ン

バ
ー
は
大
い
に
張
り
切
り
ま
し
た
。 

 

 

 

小
田
原
市
民
会
館
の
開
館
記
念
事
業
の
ひ
と

つ
、
ピ
ア
ノ
開
き
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
超
有
名

な
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
安
川
加
寿
子
先
生
の
演
奏
を

楽
し
み
に
、
２
階
席
最
前
列
の
中
央
で
聴
き
ま

し
た
。
で
も
期
待
と
は
違
っ
て
音
が
思
う
よ
う

に
響
い
て
こ
な
い
。
「
新
し
い
ピ
ア
ノ
は
余

程
、
弾
き
込
ま
な
い
と
響
か
な
い
」
と
い
う
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。 

 

２
０
１
３
年
の
青
島
広
志
先
生
演
出
の
「
ヘ

ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
は
、
い
つ
も
の
市
民

会
館
で
は
な
い
よ
う
な
照
明
、
舞
台
セ
ッ
ト
で

し
た
。
合
唱
隊
の
メ
ン
バ
ー
も
出
演
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
が
、
本
番
前
の
レ
ッ
ス
ン
で
は
、
要

点
を
簡
単
に
指
摘
し
て
頂
き
、
短
時
間
で
濃
厚

な
指
導
に
、
頭
が
下
が
り
ま
し
た
。 

 

市
民
会
館
は
、
歌
舞
伎
の
為
に
回
り
舞
台
が

あ
る
、
と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
る
ホ
ー
ル
で

す
。
浮
世
絵
「
酒
匂
の
渡
し
」
の
緞
帳
も
素
晴

ら
し
い
デ
ザ
イ
ン
で
す
。
近
年
に
な
っ
て
丸
い

響
き
も
出
て
来
て
、
見
た
目
を
除
外
す
れ
ば
良

い
ホ
ー
ル
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

舞
台
ス
タ
ッ
フ
の
東
京
舞
台
照
明
の
皆
さ
ん

に
は
言
葉
に
な
ら
な
い
程
、
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
特
に
照
明
担
当
の
和
田
さ
ん
と
い
う
ス

タ
ッ
フ
の
方
に
は
お
世
話
に
な
り
、
ス
テ
ー
ジ

で
花
束
を
贈
呈
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
市
民

会
館
を
異
動
さ
れ
た
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
も
、
み
な

と
み
ら
い
ホ
ー
ル
、
横
須
賀
芸
術
劇
場
、
戸
塚

さ
く
ら
ホ
ー
ル
、
他
、
い
ろ
い
ろ
な
ホ
ー
ル
で

「
前
に
小
田
原
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
ね
」 

と
、
お
会
い
す
る
こ
と
が
あ
り
、
嬉
し
く
な
り

ま
す
。 

 

市
民
会
館
の
だ
る
ま
食
堂
の
皆
さ
ん
に
も
、

古
希
コ
ン
サ
ー
ト
の
打
ち
上
げ
で
、
バ
ー
ス
デ

イ
ケ
ー
キ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
頂
い
た
り
、

チ
ェ
コ
の
合
唱
団
が
来
た
時
に
は
「
オ
ム
ラ
イ

ス
は
日
本
だ
け
の
メ
ニ
ュ
ー
な
の
で
、
お
願
い

し
ま
す
」
と
沢
山
の
オ
ム
ラ
イ
ス
を
用
意
し
て

頂
い
た
り
、
全
面
的
に
協
力
し
て
頂
き
ま
し

た
。 

国内外で活躍する小田原少年合唱隊は「広報おだわら」でも 
たびたび特集された(↑平成１８年、↓平成１４年)。 

合唱隊デビューの貴重な１枚 (合唱隊より) 

昭和４８年８月の広報おだわらから 
チャリティーコンサートは今も継続している 



 
東
日
本
大
震
災
の
後
に
、
市
内
全
部
の
施
設

が
使
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
市
民
会
館
の
小

ホ
ー
ル
だ
け
使
わ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
電
気
使

用
抑
制
で
、
暖
房
が
入
ら
な
か
っ
た
為
、
オ
ー

バ
ー
を
着
て
、
ホ
ー
ル
後
方
の
調
光
室
の
下
で

歌
い
ま
し
た
。
と
て
も
良
い
響
き
で
ビ
ッ
ク
リ

し
ま
し
た
。 

 

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
「
あ
し
な
が

お
じ
さ
ん
基
金
」
の
為
に
寄
付
金
を
集
め
て
寄

付
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
表
彰
式
が
小
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
、
市
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
表
彰
式
、

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
会
食
も
小
ホ
ー
ル
の
思
い
出

で
す
。 

 

練
習
時
は
高
学
年
が
低
学
年
の
世
話
を
す
る

為
、
毎
回
の
練
習
が
教
育
実
習
の
状
態
で
す
。

進
路
は
音
楽
に
進
む
以
外
に
保
育
士
、
看
護

師
、
教
師
の
道
を
選
ぶ
人
が
多
く
、
歌
う
こ
と

だ
け
で
は
な
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
喜
び
を
感
じ
ま
す
。 

 

現
在
の
練
習
は
指
揮
、
音
楽
監
督
、
指
導
ア

シ
ス
タ
ン
ト
の
３
本
柱
で
行
っ
て
い
ま
す
。
音

楽
監
督
の
桑
原
春
子
（
国
際
基
督
教
大
学
卒
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
政
府
国
費
留
学
リ
ス
ト
音
楽
院

卒
、
在
英
２
９
年)

は
毎
月
イ
ギ
リ
ス
か
ら
指
導

の
為
に
帰
国
し
て
い
ま
す
。
現
在(

令
和
３
年)

は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
リ
モ
ー

ト
で
国
際
バ
ー
チ
ャ
ル
や
イ
タ
リ
ア
・
リ
ミ
ニ

国
際
コ
ン
ク
ー
ル
等
を
担
当
し
て
い
ま
す
。  

 

保
護
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
運
営
と
後

援
会
の
皆
様
の
心
強
い
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
支
え

ら
れ
、
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
く
子
ど
も
た
ち
の
歌
声

が
、
空
高
く
響
き
渡
る
こ
と
を
心
か
ら
楽
し
み

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

新
し
い
三
の
丸
ホ
ー
ル
は
、
ロ
ビ
ー
や
吹
き

抜
け
な
ど
の
共
通
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
交
流
も
で
き
る
と
良
い
な
と
思
い
ま

す
。 

 

「
明
日
の
た
め
に
今
日
が
あ
る
。
今
を
大
切

に
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
三
の
丸
ホ
ー
ル
が
、
前

を
向
い
て
颯
爽
と
進
む
若
者
た
ち
で
溢
れ
る
こ

と
を
願
い
ま
す
。 

 

メ
サ
イ
ア
と
桑
原
先
生
の
思
い
出 

  

桑
原
先
生
と
の
出
会
い
は
、
１
９
８
４

年
の
２
０
周
年
記
念
演
奏
会
で
の
メ
サ
イ

ア
（
黒
岩
英
臣
指
揮
）
に
お
父
さ
ん
コ
ー

ラ
ス
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
時

で
し
た
。
修
道
士
を
１
０
年
ご
経
験
さ
れ

た
黒
岩
先
生
の
純
粋
な
音
楽
が
、
桑
原
先

生
の
ご
指
導
に
よ
る
小
田
原
少
年
少
女
合

唱
隊
の
透
明
な
響
き
に
よ
り
こ
の
世
に
降

り
て
き
た
様
な
素
晴
ら
し
い
瞬
間
を
共
有

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

当
時
の
報
徳
綿
の
練
習
場
で
、
小
さ
な

子
ど
も
達
を
メ
サ
イ
ア
の
世
界
に
導
く
桑

原
先
生
の
ご
指
導
に
感
激
し
ま
し
た
。
市

民
会
館
大
ホ
ー
ル
の
舞
台
に
乗
り
切
れ

ず
、
舞
台
袖
の
方
ま
で
拡
が
る
少
年
少
女

合
唱
隊
の
皆
さ
ん
に
囲
ま
れ
、
初
心
に

返
っ
て
歌
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
多

く
の
メ
サ
イ
ア
を
聞
き
、
歌
う
機
会
の
中

で
私
の
原
点
と
も
言
え
る
メ
サ
イ
ア
で
し

た
。 

 

市
民
会
館
で
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
付
き
の

メ
サ
イ
ア
の
演
奏
は
、
１
９
９
９
年
西
湘

音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
栗
田
博
文
指

揮
）
、
２
０
１
６
年
市
民
に
よ
る
小
田
原

音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
富
澤
裕
指
揮
）

と
演
奏
さ
れ
ま
す
が
、
小
田
原
少
年
少
女

合
唱
隊
の
演
奏
が
初
め
て
で
は
無
い
か
と

思
い
ま
す
。
（
ア
ー
カ
イ
ブ
隊
・
髙
橋
） 

 
１９８４年、２０周年記念演奏会「メサイア」 
指揮：黒岩英臣  
(小田原少年少女合唱隊ホームページより) 
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ど
こ
か
ら
来
た
？ 

熊
の
は
く
製 

  

市
民
会
館
本
館
１
階
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル

に
は
、
大
き
な
熊
の
は
く
製
が
あ
り
ま
す
。

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
は
こ
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い

ま
す
。 

 

こ
の
熊
は
、
昭
和
四
七
年
四
月
二
十
二
日
、
北

海
道
の
古
平
郡
古
平
町
沖
村
番
屋
の
沢
で
、
地

元
の
人
達
六
人
に
よ
っ
て
撃
ち
取
ら
れ
た
雄
熊

(

推
定
年
齢
十
六
才
、
体
重
四
三
〇
㎏)

で
す
。 

 

昭
和
四
十
二
年
頃
か
ら
付
近
の
牧
場
に
出
没

し
、
牧
場
牛
十
数
頭
に
被
害
を
与
え
て
い
た
が
、

そ
の
つ
ど
攻
撃
の
手
を
逃
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

右
後
脚
に
は
、
そ
の
時
の
弾
痕
が
発
見
さ
れ
ま

し
た
。
又
、
鼻
先
に
は
有
刺
鉄
線
に
よ
る
傷
あ
と

も
あ
っ
て
、
猛
威
を
ふ
る
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か

が
わ
れ
ま
す
。 

  

立
派
な
成
獣
の
は
く
製
は
貴
重
な
も
の
だ
そ

う
で
す
が
、
こ
の
は
く
製
が
い
つ
頃
か
ら
市
民

会
館
に
や
っ
て
き
た
の
か
、
記
録
が
あ
り
ま
せ

ん
。
本
館
の
完
成
が
昭
和
四
十
年
で
す
の
で
、

開
館
後
十
年
ほ
ど
し
て
か
ら
来
た
の
で
し
ょ
う

か
。 

 

ご
存
じ
の
方
が
お
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
情
報

提
供
し
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。 

 

市
民
会
館
が
閉
館
し
た
後
は
、
近
隣
の
博
物

館
に
引
き
取
ら
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。 
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